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本講演では，複数の多水準因子の一部実施計画により得られる頻度データの分析手法につ
いて，最近得られた結果 ([2])を報告する．いま，複数の多水準因子の一部実施計画の各点
において，非負の整数値であるような繰り返しのない観測値が得られているとする．この
観測値の母集団にポアソン分布を仮定し，ポアソン分布の期待値母数に対する線形対数モ
デルを考える．この設定において，対数線形モデルの当てはまりを，適当な検定統計量に
よる条件付検定の p値により判断し，さらにその p値をマルコフ連鎖モンテカルロ法によ
り数値計算するという接近法は，最初 [4]により分割表解析の枠組みで提案され，実験計画
法の枠組みでは [3]により定式化された．マルコフ連鎖モンテカルロ法の実行のための重
要なステップとして，局外母数に対する十分統計量が観測値と一致するような標本空間上
に，既約なマルコフ連鎖を構成するための推移基底（マルコフ基底）の計算がある．マル
コフ基底が以下のように代数的に特徴付けられることを示したのが，[4]の主結果である．
つまり，実験回数を k，モデル行列を M とするとき，体 K 上の多項式環 K[x1, . . . , xk]

を考え，モデル行列M の転置の整数核の元 b = (b1, . . . , bk)
′ ∈ KerZM

′ に対する二項式
fb =

∏
bi>0 x

bi
i −∏

bi<0 x
−bi
i ∈ K[x1, . . . , xk]を定義する．この二項式全体で生成されるイデ

アル IM ′ = 〈{fb | b ∈ KerZM
′}〉 は，配置M ′に対するトーリックイデアルとよばれ，IM ′

の任意の生成系 {fb(1) , . . . , fb(s)} に対し，{b(1), . . . ,b(s)} がマルコフ基底をなす．
興味のあるモデル行列 M に対して，対応するトーリックイデアル IM ′ の生成系が得ら

れれば，マルコフ連鎖モンテカルロ法によりモデルの当てはまりの評価ができる．逆に，性
質が既知のトーリックイデアル IM ′ があれば，それがどのような統計モデルに対応するか
を調べることは興味深い問題である ([1]等)．[2]では，D型のルート系に付随する配置の中
心対称配置が，3水準の Box-Behnken 計画に対する自然な統計モデルに対応することを示
し，ある単項式順序に対するグレブナー基底の具体形を導出した．詳細は当日報告する．
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